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★オーガニック 

  ：有機栽培のこと。農薬や化学肥料を使わずに 

    栽培した農産物を原料にしたオーガニック 

    化粧品は、化学物質に弱い方にピッタリです。 
 
★黄土パック 

    ：韓国原産の黄土を使ったパック。非常に粒子が 

       細かい土で、酵素・微生が多く含まれて 

       います。肌の毛穴に詰まった 

            汚れを取り去ります。 

むくみをとる運動 
 
立ちっぱなし、座りっぱなしなどで、むくみは悩みの種。 

手足がむくんだ時は、仰向けに寝て、 

手足を上に上げて、ブラブラと振ります。 

また、足だけなら、座ったままの姿勢で、足を水平に 

運動させたり、足首をくるくる回わすだけでも 

かなり効果がありますよ。 

 

運動だけでなく入浴中には 

湯船に入って、手足を温めて 

ゆっくり揉むことも効果的。 

 

 

 
 
 今年の冬は、珍しく20cm も積もるような雪が降り、

ホワイトバレンタイン♥などと喜んでいる場合ではな

かったですが、ひと雨毎に、少しずつ暖かくなり、先日

梅の花が咲いているのを見て、春の訪れを感じました。 

そして、やがては桜が咲き始め、満開になる頃には、

一気に春の気分を満喫できそうですね 

 春になると、ヘアスタイルを変えたくなったり、洋服や

メイクの色も明るく綺麗なものが多くなり、オシャレも 

より一層楽しくなりますよね♪ 

 

そして、春になると又一つ大人になります 

偶然、私と父は誕生日が同じで、しかも18年前の 

誕生日に父は他界しました。 

それ以来、誕生日は家族でお墓参りをし、供養と 

お祝いをする日になりました。 

始めは何だか複雑な心境でしたが、今となっては 

恒例行事です。 

去年はとうとう母は私の誕生日をすっかり忘れてい 

ました 

満開の桜の下で家族みんなが笑って過ごせる一日を

いつまでも大切にしたいと思います。 

 

 

                  店長  加藤 りま 



定休日：○ （日・月隔週）  

 春の髪色は暗めがベター 
 
 春の髪色、実は暗い色のほうが、春の軽い

色に合うんです。ただし、髪を綺麗にケアする

ことと、顔周りはスッキリさせること。 

 少し上のレベルに今年は挑戦しませんか？ 

当店スタッフの紹介コーナーです。 

今月のテーマは・・・ 
『春といえば？』   

   ひな祭りに誕生祝でゴルフに行った処、目はシバシバ・鼻水タラタ

ラ・喉ガラガラ、花粉症再発?ドキドキするがなんか変? ゴルフカートの風

防を見ると花粉の黄色と黒いスス、ついに噂のPM2.5が三重県にも

やってきたか^_^;  帰ってからセンソリで調べると大気汚染・花

粉の影響は無く新たに炭化水素が原因と判

明！スタッフ6名中4名が炭化水素に殺られ

ました、頭痛でお辞儀をしたら頭を挙げられ

なかったり、鼻の粘膜にデキモノが出来たり

PM2.5恐るべし！私を含め4名がセンソリで

炭化水素退治しました（笑） 

 

       ṇ ṇ   

周りに１人も知り合いのいない学校

だったのでとても不安でしたが、自分か

ら行動する事の大切さを学びました 

待つよりまず自分から！！ 

今でもそう心掛けています 
 

セラピスト 稲葉 沙也佳 

   春とい言えば新しくスタートできる季節ですね。 

専門学校に入学した時のことを思い出します♥ 
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今年は花粉だけでなくPM2.5が三重県にも大量に飛散しており、 
昨年度は出ていなかった大気汚染物質の炭化水素で花粉症のような 
症状が出ています。NBCでセンソリセラピーを過去に受けた方は 
チ ェ ッ ク は 無 料 で す の で お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い。 

飲んだり、幸せな時間です   

でも夏はすぐそこ！！！ 

油断してしまうと・・・  れすはむw 

気をつけねばなりません    

みなさんも素敵な春を 

すごしてくださいね～♥ 
 
 セラピスト 松田 江莉奈 

    ポカポカとあったかくなりましたね～ 

春といえば、お花見     桜をみながらみんなでワイワイ食べたり、 

思い、すごく 

 

しています♥私もこの春、

新たな気持ちでスタートを

切りたいと思います 
 
    チーフセラピスト 

           西田 恵理子 

    “もぅ～すぐ春ですねぇ・・・♪”の歌が頭から離

れません 笑 春の暖かくなってきた時の匂いが大好

き♥で気分も清々しくなります。送別と寂しい事もあ

りますが、それも踏まえた新たな“出発”という時期だと 


